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1遷移状態法に關する注意
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　㍉原子間ポテンシャルを知れてみるとしても此力・ら反数遽度を計算することは・量子力學にキつ

℃完全に途行ずることは，数學的に困難であって，現在のところ遽移厭態法が用ひられてるる．之

は爆嚢反慮等を除き全弓懸系が殆ど均一濫度で反回が進行してみると認められる場合に熱畢衡に劉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晒する統計力戯適用するものである．　　　乳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　’本稿に於て其の方法ρ表式に關し二，三の注意を蓮ぺてみたい．．統計力學に於けるBoltZihanfi

の立場及Gibbsの立場に封態し2種め表式が可能であるが，最初に反回素子系の位相室問を前提と

する表式がEyrlng，　Wigaer等によって興f・られたが共の結果は…次Q如くである．、

　　（端享）次式で示される聴を考察する・
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1　　斜脚・晩＋”∵’9∴千・吻→・醐＋一・…物伽一…・・1・…・・…（め

　　　　・は礫凱・・1細身瞬剛側1）燭する反照孫の三三・・砂る・一＊gの鷹
　　素子形δはal原子がノ～1佃…・ゼ殉原子がア㌃個等より成るものとすれば　　　　　　　・

　　　　　　　　ワ　　　　　　tl≦Σ　3ni　　・…　一・・・・…　一…　一・・・・・・・・・・・・・・…　一…　一…　■・・…　；・・・・・・…　曾・∵・…　一・’∵・。・・・・・…　一・（2）

　　　　　　　　‘’1

　　　　δの（1）め左漫で示される歌態及右回で示される歌態を各々始原欣態及生成駄態ζ解ボδ■準飯

　　で表はすζとにする1化學種：勘の掴鐵：をNi，正方陶の絶錫反回速度をV，同じく反回速度二巴を

　　面すれば・・は次の如．俵はされる・　・＿　　　．・

　　　　　膏ゑ（N・」）㌦・一e・・・……1一∴一…・・∵…………………∵∴一一…（・）

　　　　Hは鷹素孫に輯研・mil・・梱藪で帥鷹三物他の化織筋の影響七塚暢と

　　じ驚瞠狸・・蹴薦系の畿8睡移面で勢鷹蔚系鵬る2・短の位驚聞
　　即二って始二野闘回するR・姓祓雌燭緯る鮭紛阿る・
　　　　8を如陳とるか醐納購蹴工める∴・・即燭慮して瀬さるべ蘭畢脳でb！

　　・…≦1である・4・・　drはS及R．の素片・掬は踊にある代表黙の8の灘錦（Rfへの方睡恥

㍉方向・するゆ搬齢であり・阯あ積三三畝三分蹴て郷特に・を構雌間の
　．面とすう場合は，座標系鶴；・・aaを（Pi…p，tは其れに憎憎な運動量）適常に選び，．8がa！　＝：　Oで表

　　ば1され，少くとも8の近傍で2j　，　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　　　　　　画面三田∴伽触・・桐　・…

麟様にすれ恥一島・な・調は一般に・…免の函勲る・耀合は（・）は㌃

」…擁…・………∵・・∵……一……・一……∵・∴…・…一∵一・∴…（・）3’　’

　　　　厚し耐ナ・レ協撫嚇…㌦・・軸…ゼ

ニ＿竺壷∫〆ゐ．点’…．・・’　㌧
　　1）Wigner：」．　Chem．　pllys．・5（1937），720．・

　　2）履5．謬照，

　　3）例へばEyrin9：」．　Cheln．　pllys。3（1935），875．

　　　　　伊　　　　、　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸



16　　　　　　　　　　　　‘・　．　　　　　　　　　。　　　　　鱈　　　扇藝　　　鎖…　　　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　hはP1斌瓢・豚麟孫申三種の騨～ある馳其の三三である＼1・鱒、
8及R∫に解する昧卸和に弛なちない。・　　　　’f

　　．素反慮が他¢）化野種による干均的場のもとで行はれるとV・ふ近似が成立しなV・場合は立場1を

こ去り立場IIへ移らなければならなV・．　　　　　一、　’．

　　其は反回系全膿の位相室聞を前提とする立場である．

　　　　　　　　　　　　　　　§2・．Wi帥erの武の一般化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　全反回系0麟α1なる原子が覗燗…t一・のなる原子が，珊三等より成るものとし（自由度をNと

すれ融≦ゑ鋤・蝦の盤。mik。。函鯉押れてゐ、ものとする一，もし廠U。に於て。の
　　　　　　へもくユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　へ

統計的歌聖（可能な力帯的押下に沸する統計的分布）が指定されだならば，古典的にせよ或は量子力　・

學的に暫よジとにかく運動方程式によってio以後に於げる0の歌態は決定出町る筈であるが，かか

る取扱を逮行ずうことは現在のと乏る困難で罷る♂

　　（4）刑期た齢と購。燭雌脚力‘綜さ輪るものとし・割興な輝自㌻鷹瑚’
する統計的分布を正準統計集團と外し形と稲臼する。∫。に於ける0の四馬を次の如く表はす．

　　　　CN｛Z＞？i一・エ〉：tlエ〉｝江㌔・…エ▽｝7’エ＞ll　l…　」NUr・T｝　・・。・・∴。・・。。一・・・…　一・∵・・一・・・…　ひ・・…　一・・・・・…　《6）、tt

　　但し罵は化學概のイ騰で・化墨種帽のイ磁は穫と鍋・解・・は簾獅の野冊繕

威してみる化墨種である．⑥なる欺態から　　～㎞

　　　　c，y｛（Nn．一Yノ、L…（Nft　一v！～）．（〈ζオ汁嚇）…（Nオ7’＋ンォのNα…Nc・一，　T｝………（7）一

・聴はされる糟へ靴翻継御側度を晒す刑期以る鷹の彦・に於け獅鎚
即に異ならk・・，ritfl」　（1・）　ez干て臆素子系δの2畝元の翻室聞Rに8を灘凍と三三

全冊系・の2N知の位櫨騨へ野面u轍定し洪罎恥灘を立xcの力鋤雌
を示す代表鮎が其の員の側から正の側へ移った場合Cの歌序は⑥’から17）へ移つだ．ものと認溜ると

とにする．、そうすれば（4）式の導入と築行に次式を得る．、　　　　　一

　　　べ；一溝考細囁一三＿両＿画∴＿…（，）．，

　　　　一一レーπ呪

　　・c3　・u　Mth；場①の・s）　Wsに難ずるものである・．．11　．　・’nf

　　臆（6）なる構瑠められる，輝的歌態の鋤るuの紛騨飾る1ひ嘩績した赦
瞭脚・期（6）から（・）野焼鱗化鞭三脚攣化が指定・れてる・だはであるか

ら，今遷移面と、して一枚の

　　　　　　玩r望エ…、et乙ρエ…Pn）＝0　　　　　　　　　　　　’：

　　　　　　　　　　　　　羅



　　　　　　　　　　　　　　　　　悪移駅態法に關す三三　・tt、　　　　　　　i7

を取9燈楓塵撚幽幽煎酒織し㍗蔀α即碗購に泣面購成す斎・
髄臆ら勲ら回る・ぴ鶴蝦に原子瑚別髄講端合域る特定娠憲薪系δ・、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　　　　　　　ワ
が移行する提によρて（6）妨（7）へ離すること闘鷹す孫ので靭・みα縄可能なすべ

て砿を三三す撒であ・・曜苗緯三三・％場合醐よゆ）を得三富・ほり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　ρ
i次式を得る・

　　　　払吻璽恥・……∴…．………………．．．．…∴……∴……・・＝・・∵………一・…’（9）4・．

　　　　　　　　　　F玲　　　　　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　　　　　　　　乃

　　　　　　　　∬　　　　　王酔　　　　　’　　　　曽　　　・ff　　．

　　　毒し、恥r∫幕軌，蝉吟磯

回る一Gはβに於ける購原欄のes換噸である堀内鞭による（9）鵡（5）式の一価磯

回r・では其・三幅賦の一般イ騨たる騨晶晶し鰯で鴎

縦叫回する幡腕晦分を∫ガ幅鯉ば　ゼ．

⑫たよる出漁で瞬行すべきδ・に職窃る蔚と，そうでな源孔は陣蹴來る鞭
ふ様な形に癒ってゐ6．但し積分領域はUより砺に饗ってみる．（8）に劉しても分母子をGで除

　　　らし分子に回して同様な注意を蓮べること輝出來る一

　　　　　　　　　　　　　§3？立ng　（1）と立場（II＞の問の關係

　　立場σ1）の表式を立£S　（1）の蓑式と局じ形にすることは勿論可能である．其の爲に一，二の注意

を豫め三二て｛猷．　、　　　　、　聞　　，

・噛系に於てイ躍種・の化學ポテンシヤ・・をL・・）・の個数をN・・牽艦系。の歌態和をF（o）・

0に・が郷つ源を0紘で示貧と好三三1なる三三意し。，

3’一 ﾅ（プ⑳一汗解糖呼野幽昏、弓t／
　　　　　＝＿ゐTh謬ρセL＿紹。ρ。籟肥1、λa＿＿1＿＿＿一・．．＿＿＿＿＿＿』（11）　・

　　　　　　　　　　　F（o）　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　但し％続≡』野　∫．㍗　．　も
一は璽麺量或轍の細論を腿謙霜融い・騨分勲爵す
．4）H1・・t・　and　II・・i・し…・SC・paP・1・P・C・R・’34（193S），　U74・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艦



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧陳’

爲　　　・，　　　　　　　醜　藤　盤　勇．

　攣着に締するFowlerの統計理論を滲照する．共の結果は，吸着黙にαが存在する確箪をぬ，如何

　なる分子も存在しな粋確率をθ。とすれば，吸着分子闇の相：互作用を無覗すれば　．　　　、

　　　　激擁炉舞……一・・」∵一一・ニー一一・・…一一一・・吻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　も
　　　　但し工＿λ。＿四三＿鋸　 L＿　　　　　　　　P・　　e・　・kT（2。makZ）㌦、（T）　　。
　・　　’　　　　　　　　　　　　cr、，　　　　．　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　　　　　　a・　・　q．！“T　1’d，，s〈T）

晦繍檸興る・の靴轍内階数9纒眈く明和，（P）・は魅ノ・・伽・調酪

痴撫購判型け納舶鹸鳳る歌鰍・は鞭に動磯1・エ四駅ーである1爆
　　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

着分子聞の概作用が鞭出來な暢合でも，吸着分子を1種類に限定すれば・近似鰹・（12拭

vaPt・　一（　・・　e　　lt　　　　　　・　・

　　　　　　　　x十〇zv
　　　　阿河－岬．…1…一・一・・ノー1…・一…∵・…一・・一…一⑱

　とすれば，（12）式はやつぱ、り威旧することが知れてみる6）．ωは：或る吸着瓢の廻りの吸着瓢全部に：吸

　着分子が存在する場合，其ど中心に吸着されてみる分子との相互作用を示す．相互作用の影響が近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち・似的に伽の形で入って來るわけであるが，此は合金の秩序無秩序門門に野するBrag9及Williams7）

　ρ近似法に封下する．さてsたる場所kαの重心が存在すを歌態に封態する三態和をF（C，　s（　a）），s’・”

に嫡なる化野も可耕い礁に塁回す蹴態禾曜くα・…）等と記すればド灘

　　　　　e・・の一馬田・笠①一撃藷）．一一一・1・……………一・（・・）

　　　　　漏壷繋画一………・・…・一一…・吟・……・一一・・・・・…“・……………く・5）r・

　　　ここにθseめは5にαの重心が存在する確率であlj　Os（o）は如何なる化野種も存在しない確率セ

　ある．（15）式は形式的に（12）と同じ形にすることが出來る．即堀内教授に從ひd、’a）なる量を定義x．

　すれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／tt　　　　．，　　　　　e・（・）≡葺総婦』矯ヂー…：・……・∵……∵一・一☆∵・…∵・〈・6）

　　　　　絵一壷∵…：∵…一・・…一…・………・ご…………∵一・：…一…一…一；（・7）

　　　　　　　　　　　　　　　5）　Fowler：Proc．　Camb・phil．　Soc．31（1935），260．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　・　或はPt　1；owler　a】ユd　Guggenheim：Stalibticka］Thermodynami〔ゴP，426．』

　6）F。wエer・Pr・c．　Cam｛・，　ph11．　S・c．32（1936），144．

　　　球は　　Fowler　and　Gugge”heiln：Stat三stica】Thermodyl、alnic　p．430．

　7）B・ag9・・d　Willi・ms・P・…，ミ。y・・S’・c・・A・　144（1934）・699・151（・935＞・Sa・・

隻



　　　　　　　　　　　　　　　　・　懇移釈態注に醐する注意　　、　　　　　　　・　　　㌧㌔騒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　・七號熱す御講盆蜘り霧＋算・調式を期ら嚇諭から・

、（15）式に謎つた方が簡箪である．多数の化墨種が閥與する場合でも，相互作庸の影響を1種類のイピ

學種め場合から類推し，（13）面面じ様な形で，撒件に近似するこ欝にすれば，（17）咳現も撫

　有効である．

　　　こζで本項鵬に亡べた問題論る．0よb　6rを取除いた鷹系を0一δ、と言己し，0よグ煽

　を作つfe如く〇二δzより恥。を作り‘Frbで／9）式の分母，子を除すれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　幡塁欝一喋讐無一・∴・・…………∵…・∵…一…一・（・8）．

　　　・「髄瀕に存在す・・を示すs’・’　tSし・な銅等な・引際が湘塑もの・すれ臨

　　　　　　1
　　　　　菰砺櫓＝y”……響”’∵………．…’…∵∵撃’●0．’…∵”」…．’G…（19）

　『λ・・は砺嚇とな拳が粛陛同じ治する爲歓鋤く9・を臓す撚（21）蹴得る・

　　　　　毒≡砺≡畿・……∴・・∵・……∵・一…・一・…………・・……・…∴・・（・・）

　　　　　ヨー・喋が畿鎚畑町・喋鞠1誰翫鰐誓……（・1）
　　　　　　　　　　ゴー1　肪！　　　．　　　　　　　　　　，i。。1　ンη！

　　　（21）は形式的に立場（1）よりのと岡じ形である．

　　　しかしas（δee）等を定義より正確に串してC21）よりvを計算するくらいならば始から§2．の表

式によった方が簡輩である・娠胸等に（13）式に封態する様な近1似を行ふ場合va　tt）み（21）の表現は

働である力 qﾋ脚へ導もどりしてしまふことになる○

　　　　　　　　　　　　　　　§4・規則集團をなす反慮系
　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

　　　前事z）凝りに注意した様に，立場（功を一際に力あらしめる爲には（8）叉は（9）によって計算を

回る酵が希ましい弊あるが幽・）言忌を諭す駐と膳姻鞭ある・ところで例へば・

灘緬の蠣の醗で鷹が起る蹴場合は，三州系に灘を及ぼ欄購成の化報蝋

偶より成り，共等の聞の距離は大朧一定で，一つの小範園をなしてみると見倣し得る．η。が大罷に
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

於てy個に分れてみる現倣し郷のである・液面に於て酪諏訪溶く勇無秩序にあるρでは

方く慮る化三三目し醐合・期qゴ心とする他の化難の分布は繍的《欄規則だつてゐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ礁の・’・・eを考慮す甘雨灘に靴ても癒當な鯉化vaよって前嚇な撫力！爲さμ論う一・一

般に鷹素魚の聯或恥部織れ漏出及ぼ蝿なる峰繊嚇猟ば一つの小高臨形

　8）㈹式の．9，・確に醸して麟系紐！には。の⑥なる状態κ於け5ものなることを標識すべきであるが1騨の

　　　・難略して齢㌦，

　　　　　　　　　　　　　　路　　　　　　　　　　　　　　　・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ’　　　　　　　　・　　ゼ
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　20　　　　　　　．　　・me　藤　毎　男。「・　　、
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　威し，始原状態に於ttは其等の化學種間の距離は大罷i轡定でありr遷移厭態に於ても其の小範團の　’

　外側の各化病種の位置は大艦始原歌態と岡じであると假定し得るならば，かかる反回系を半衡系の

噛場合と李行に規期集注（rcgular　assemblies）9）をなす反磨系と名付けよう．　　　’　　　．

　　　Bra99及Williamsに次でBetheio）は合金の秩序無秩序問題を取扱ぴ∵つの近似法を導入した

　が，此は他の規則集團，例へば吸着11），融解拗等の熱力玄義性質翫封ずる毅計理論に適用せらPtas

／當塗成功を牧めてみる、．B6亡heの近似法を規則集團をなす反鷹系に適用出來るかも知れなVO．

　　　液相内に於け巻　　　　　　・　　　　　　　．

　　　　　　　A＋B→AB　　r　　　　　tt　t　．　へ

　なる三鷹を考へて見よう。但し簡箪の三島相は4及βなる、2種の化病種のみより減り，xdBはすぐ

xewwしてしまって鷹に影響襖へな蝿のΣする．櫛幽碗縮の大さに採りx線解析の緒．

　果などを参照し各州男帯の存在する牛均位置を假僻し，反維｛するA，βが存在ずる位置を0，1，他の

　’位置を2…Zと番號をつける・0，1，の化學種に沸してはDの外側の影響歓無観し得るものとする・

、（9）式のFroはD内に化學種が存在しな野合鰍態＊g　e　Feとすれば8・th・醐を行ひ次の外表

　は峯れる．　　　　・　　　　　凧　　　　　　　　　　馳　　　　　　　　　　　』　・　　、

　　　　　　　　　　　　〃7　　　“
　　　　　・・b一瑠「グ・鑑…嬬…崇㍗冊●’＋℃＋噛”＋二二・…（22）

　　　1・、nはmなる位置にAがある場合は1，そうでなければ0，〆。、はmなる位置にBがある場合

　は1，そうでなければ0，　　　　　。　　　　　　　”

　　　　　　　　　　ヤ　　お　　　　　　　nnt十ni，，b　tde　1

　である．ξA，　ef，ば（16），（17）にあらはれたa・（A）／？Aに似允量であるが，耕墾場合媒界理数と考へる．

　解はD内¢）粒子のみによるポテンシャルエネルギーである．、ζ等はDの外部ξ）D内粒子に封ずる

　影響を示す（2～Zの中に同等のものがあればζの籔は減る）・P、を

　　・　　　　　　　　　　　〃グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　・瑠・マξ轡ξ轡《！…灘霧…鑑・∴…一∵…∴………一（23）’

　　　　　　　但し『　澱ズ≡ζ2ノ正飯，　Y，・B　me　C！B　C？R

　等で表はし，各位置に於ける存在確率を等しいど置いて次式を得る．　　　　　　　、　　“
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　　・9　　　　叩　　　　　　　　　　　　　　’

　．　　　　　　一・．遜灘簾｝翻する臆　　　’』．∫　　　蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　　　のはAの存在する確率である」液相の場合4，Bの濃度，其の濃度に於けるモル騒三等よりeA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罵磁
θ・雛憎憎鶴幽…娠・シ・…伽等が定まる．’さて鰍一・物乏す楓恥伽な

　る位置ξ）近傍の．Aに饗するDの外側機子によって及ぼされるポテンシャルエネルギーと見徹し回

る三三・及・晶晶噂在す6A及召幽し加搬考へ（16），（・7）に於ける嫡…A・・）J

　等を推定ずる．・同様に：遷移三態の（，tlBes）に塁『し淫∫（AB・va）を推定する。次に解の内6及1なる位置の

　ri　」9　Bの二二する項研砿みとし　　．　　　　　。．　　　　　　　　　tt

　　　∴晶聖£、ξF一一…．．∴＿…∵・＿．…．＿…＿…。＿．…・∴＿．．（，5）

　　　　　　　　　　　　　　ρ」1ρ君　　　　．　　　　　　　　　．、　　　　　　　Pt

　より（PAPB）を推定し，（23）．に於セΣの内（no忌1，　tll！：1）及（π1＝瑠2Z♂諜1）なるもののみを取り

　　班4，n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　・k　zr一ξ幽のか籾にas（．t」’一i・仇吻と置き二：者の和をpsとする・q及1なる雌が購系の領

　域から選ばれる数をアとすれば　　　　　9’t’　　’　’　　　’　　”

　　　　　F。　・i・YF。・P’i一一…・…・……………………………∴一・…∴一・…・一㌦……・…（26）

”… i22）と（26）ik・P（9）を作る幽は溝へる拗の撒して睦擬し得るカ・も知れ蕊

　　　　　　　　　　　　　　　　　§5．遷’t移　薗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　纒移歌態法では遜移面を適當に定めて嵐獲するが，其の定め方及其の面に回する通過係数κが

諦腿勅粉綱方法の鰍の綿であらぢ．始原縮を（6）の］ip〈與へても（6）と（7＞との境界

即襖べではじめて題ってく砂である13’・Wignerは畑の殿原子が他分子と回するr

、と綜って錠化する鷹を轍砺其の際・・を2個の簸原子によるエネルギ畔する四三

源子と他分子との位継間va於てε・　＝＝　eを轡配しだ・、以下遷御騰灘聞の面とす棚合

　のみを取扱ふ♂　　、．

　　　・醜＆テンシヤルエネル郭面の海面へる朧含み諌購鱗が其を痴ると考へ

　られる様な面を擁輩室聞に張り之を遜移面とし允．（5）式のfsを毘來得る限り小とし，從って叉κ8

を出來鋤1に近づけようとするρであe・勲獺縣澱紘らしむると泓二階罐蘭

　を定義することにしてみる戦　髭を最も簡軍な二原子分子の解離に就で考へて晃る．二原子の網野

　摩標をηMors『函数型の極大値のないポ戸ンシヤルをV（r）・遜移面をr・＝Constと表は、されると

　下定しfsが三三とな二丁CoΩs重を定めて見る．次の慣プ）を極値とする聞題となる．　一

　　　　　　　　　　　グω　　　』　．∫　　．　　“’　　庶　　　　　　　・
　　　　　f（r）＝＝・4・r2　ekT　………一…一……一・一………一・…、一………………・（27）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ13）實は㌔さへ三二鰍來るならば遷移鰍どの撫・とって竜融のであうて・㌔礁旅定め鶴購
　　　移目を定めるべきであるとも欝へる．　　　　　　　　　　　　　　　　　2
1幾）恥chi　l聴C1・e・・　＄・噌・玉＄（・938）・210，　　　　　　　　．



　22　、　　　　　『・『遙　藤　盆　男

　　　　　f’1’r）魂響。一幅）一山一一漏一野…幽
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@毒窪〒3倶い一口響・…・一一∴一・……・・一一・（29）

　　　・・躍等の内最小のものを・、とす似磁細を副・に淫心原子の率鱗鰍購大面

　る・’f（r＞はr＝rlで極値を取るが極大である．　f（r）はr＝・0で01でありf’（r）は0＜r〈rlで毘で

　あるからである！實際r一＞0にすることによってf、　一｝　Oとな二二三面なるものを設定して反慮速

　度を計算することの任意性牟示されてみみ以上の考察ig　一一般的に爲してみやう．質量tniの原子

　の座標を鰯働，痔‘で示し座標の総数をπ乏ずる．

　　　　　》勲・．・・　Xi，噸齢跡最・∴＝・…　一iE・x，一一……ノ・……一…・…・・（30）

　　触

はつて羅曄晒二言雛する・・航一クリ・ト室齢）を取る・α）に厳曲糖

　標el…enを導入し遽人面が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　el（』眞・會・…　Xn）＝二〇　　・・・・・・・・…　。・…　一・ρ・・・・・・・…　一・一・・・・・・・・…　e・・…　t・・・・・・・・・・・…　響・・…　一・・∵…　　（31）

　　　　　　　　　　　ミ
　℃・表はされる檬にすれば，（X）の線素みに点し　　　　　・　　　　．　　　．

　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
　　　　　幽、弓照一・・画2＋・6・物姉…覗・・吻・2・・∵：・………・…・一（32）tt

　　　　轍

．1但し面謝＋聯＋…＋齢．l　ttt、，
　　運動エネルギ耀処唱・・に嫡な雨量齢と頻ぱ　　・　一

　　　　　摯一青ぐ翁）1一器か（讐）2一二七一一・・………∵…一・一（・3）　”

　從って（5）式の了、は　　　　　　　　層　　　F　　．　　　　　・轟

　　　　　　　　　　　　　“t　・　　v　　　　　　　　・　v　　　ew　　　’．

　　　　　個濾∫漁・轍・『万鋤・・三一三三いτ砥…齢∴・一〈・鵜

　　　但しVはポ夢ンシヤル出ゑルギー，dSeは（鱒室聞の三二であり晦に三二する．　fsを最小なら

り・其の雌の主灘が9・　＝o面の灘方向と徴すうか間な1　t＞rc從ぴ畝は員とする・’fs．

　を停留ならしむる條件δfs　・　Oは次の如くな駆　　　．　。

、卜耀磯÷一・∵・一：…∴一∴……一∴・∴・・一一一∴…∵・（・5）

　ゆ胴樽っては圃舗足す嶺等撫い鵬も遡う澱駈歩晒響ノ伽蝉癖つとレて嫡・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　遜移駿態法に間する藤陵　　　　．・　、．　23

　　偽嘱慮・てるるのだから麟齢・な・鹸蝿の和振も・ろ・v・・一・・

（35）を本飾最初問題に闘す螺（29拭罐剛め得る．a、（斑…謝一〇の主曲牽鞭は三次・。

元のユ7〃り・ト獺の蠣魁翰に腱第鍾の灘量・D螂勲の基纒と魏漱の万。
．程式の根となる．

　　　　　艶一恥・奏恥外・∴∵麦叶娠・、。＝。1…∴…（1、）

　　　　　訴・晒・………・’．一麦駒十辱　、、一t

　　－a、（斑…濁・コ0をX，v．＝＝9（瓜…忍レ、）と書けば　　　　一　・

　　7煽・千（畿y∴砺濃懸恥一（一1脾、識／／・＋劉（嘉ア

等となる．（36）を滲照し（35）を解くことは此の力學系の蓬動方程式を解く以上難かしい．しかも（35）

鵡三鼎襖へな喉嘱は税である力嘱かう．Eしてもそtに臆融ものカ：やてくる・

叉（35）面一は（29）から醐る一婦しも跡娯へ軸のである・

　　終りにんの解羅に就て一一一言ri一る．反慮系は畢衡系でないから其に挙晶系に謝する山面力學を用

ひるのは甚だ無理であり，筆者はEyri魂混め温感と異なり転は反面系の亭衡系からのすれを表は

してみるξ解示したい．、徒ってκは三品㊧面面現象に減するEnskog的取扱が反感系に出しても展

開漏話る檬に．なつだ場合明らかになるでopう．　　　’．

　　　、　絡参に愚論本研究を指導された岡本敏翠に謝意を衷はす．（昭癩22年3月1日♪


